
次の自計化システムをご利用の方は、次の３段階で順次サポートが受けられなくなります。

まだまだ先。。。ではなく、システムの仕様・操作に慣れる為にも早期にクラウド版への

移行をご検討ください。

２０２５年12月（1年後） ・・・制度改正以外のレベルアップ中止

２０２６年12月（2年後） ・・・新規注文の中止

２０３０年12月（6年後） ・・・システムのサポート終了。レンタルは自動解約です。

　 

クラウドサービスは、全国的に主流のサービスです。クラウド比率は自計化全体の

３５％になっています。自計化システムサポート終了に伴い、今後はクラウド版への

移行が加速していくと予測されます。

Qクラウド版への移行のメリットは？

クラウド版では、大切なお客様のデータを使用しているパソコンに保存するのではなく、

2030年末自計化システムサポート終了！

FXクラウドシリーズへ移行するとこんなに便利に！？
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インターネットを使ってＴＩＳＣ（ＴＫＣデータセンター）でお預かりします。

万が一パソコンが壊れてデータが取り出せなくなってしまっても、大切なデータを守る

ことができます。

インターネット環境のあるパソコンがあれば、次のことができます。

・会社、外出先、自宅等どこからでもお仕事が可能に！

・２４時間いつでも利用できます

・過去１０年分の会計データを参照できます

・クラウド版では自社でサーバーを持つ必要がなく、災害・PC故障時にもデータが

　守られます

Windows10は、２０２５（Ｒ７）年１０月１４日でサポート期限が終了となります。

サポート終了後はWindowsのアップデートが実施されないため、セキュリティ面で

非常に危険です。また、Windows10のパソコン上でTKCシステムの動作を保証でき

なくなります。この機会にパソコンの買い替えを見直ししてみてはいかがでしょうか。

Q確認方法は？

スタートメニューで「winver」と入力してエンターキーを

押すと、OSのバージョンが表示されます。

これまで税務署から納付書が送られてきていましたが、２０２４（Ｒ６）年５月より

送付が取りやめになりました。現金納付以外でオススメなのが、

「ダイレクト納付（e-Taxによる口座振替）」です。

Qダイレクト納付（e-Taxによる口座振替）ってなに？

事前に税務署へ届出等をしておくだけで、e-Taxにより申告書等を提出した後、

納税者ご自身名義の預貯金口座から、即時又は指定した期日に、口座引落しにより国税を

電子納付する手続きです。

銀行に行く手間をカットでき、簡単なクリック操作で納付を済ませることができるので、

「ダイレクト納付（e-Taxによる口座振替）」への移行をおすすめします。

Ｒ７年５月からは、自動的に口座引落で納付できる「自動ダイレクト納付」も可能に！

ご存じですか？Windows10サポート終了が迫っています！

ダイレクト納付していますか？
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